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従来採用されている液状化対策工法は、液状化地盤を完全に改良する事を前提とした高コストの
工法であるため、広範囲の領域を対象として液状化対策を実施することが困難でした。

脈状地盤改良工法は、地盤内に脈状の改良体を割裂注入させて周辺地盤の密実化させること
で、液状化抵抗の増大を期待した低改良率で効率的な液状化対策工法です。

（本工法の一部は平成26～28年度交通運輸技術開発推進制度により開発）
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脈状地盤改良工法脈状地盤改良工法

改良効果の経年変化評価改良効果の経年変化評価

2015年に脈状地盤改良工法を適用した箇所において再度地盤調査を行い、
約10年後も施工直後と同等の改良効果が維持されていることを確認しました。

地盤の硬さ（＝液状化に対する抵抗）を表す指標

本課題の目的本課題の目的

約10年前に脈状地盤改良工法を適用した箇所において地盤調査を実施し、

改良効果が十分に維持できているかを確認することで、工法の信頼性を高める

ことを目的としています。


